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１．生コンスラッジの現状

生コンスラッジ→管理型最終処分場

➢ 処理費用

プラント及び生コン車からの洗浄水

汚泥は
最終処分場へ



２．技術の概要

生コンスラッジの中性化処理

 Cr6＋→Cr3+（無害化）

 再利用可能

 産廃処理費↓

泥ん固
ＡＣ‐０９６

生コンスラッジ 中性化処理土

産廃処理費用の削減へ
有価物として
有効利用



３．中性化処理方法



４．実証試験
➢ 生コンスラッジ 約１ｍ３

➢ 泥ん固ＡＣ‐０９６ １３０ｋｇ／ｍ３

固化材混合攪拌 処理土：養生

•タイヤショベルによる混合
（混合機械の種類は問いません）

•酸化促進のため１日に１回は攪拌する
•材齢４日目まではシート掛け必要
•材齢７～１４日後には中性となり出荷可能
（養生条件により変わります）

生コンスラッジ

•予め粗大な塊を粉砕しておく
•スラッジは乾燥していない物を使用



５．泥ん固ＡＣ‐０９６について
製品性状

➢ 成分 ： 硫酸鉄塩，シリカ化合物、その他無機化合物等

➢ 外観 ： 灰茶色粉末

➢ 嵩比重 ： 約０．８６

➢ ｐＨ ： ３．６（/２４℃）

＊pH経時変化は一例であり養生，撹拌等諸条件によって変化傾向は異なります

図２：泥ん固ＡＣ‐０９６



６．中性化処理土の特徴と効果

特 徴 効 果

生コンスラッジが主原料のため肥料成分を含まない 処理土をそのまま覆土使用の場合は防草材として最適

酸化の効果で色相が赤茶色となる 粘性土などと同様な扱いが可能

養生約１～２週間でｐＨが中性となる 早期に出荷が可能（養生条件による）

六価クロムが安全な三価クロムへ還元される 重金属汚染の心配がないため農地でも利用できる

原料由来の鉄分が豊富である 真砂土などと肥料との組合せで肥沃な土壌となる

硫化水素の吸着性能が高い 産業廃棄物処分場の覆土材として非常に有効

降雨などで崩壊しない（再泥化しない） 土舗装や法面の用土としてなど様々な工事で再利用ができる



７．処理土の安全性
処理土の安全性は土壌環境基準に則った溶出試験にて確認しております。

処理土のｐHはAC-096を適正に添加することで中性範囲（5.8～8.6）となります。



８．比較
 スラッジ処理比較

【従来工法】

汚泥中間処理業者へ委託の場合

コスト 約￥20,000～25,000／1m3あたり

〇メリット ストックヤードが不要

✕デメリット 高額な処理費用

【中性化処理工法】

自社で中性化処理した場合

コスト 従来の約1／3程度

〇メリット
処理土は防草土や改良土として

販売可能

✕デメリット 処理土のストックヤードが必要



９．処理土の販路

スラッジ処理量により販売先を選定

大規模工場 スラッジ処理量が多い
公共工事へ

利用促進

中小工場
スラッジ処理量が少な

い

近隣農家や

事業者へ販売

※注記

中性化処理については、生コンスラッジに対しての見解が自治体ごとに違う場合があるため、事前に監督
省庁（保健所等）へ相談をお願いします。



１０．処理土の用途２

中性化処理土

埋戻し材 防草材 被覆土 肥料 ？

 処理土

 自然な粘性土色

 pH中性～弱アルカリ性まで調整可能

 安全性◎

 再泥化しない



１１．実績紹介
防草材として試験採用

➢ 国道7号線拡幅工事（発注：国交省北陸地方整備局 新潟国道事務所）

➢ 新潟県の北越生コンクリート協同組合と協力


